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次第に暖かくなり、春の足音が聞こえてくる今日
この頃。
かわらんべでは、この季節にぴったりの「桜」の
企画展を行います。伊那谷に自生している桜や、
寺社などに植えられている桜など、20種類ほど
の桜を30枚のパネル写真＆解説で紹介します。

樹齢400年以上とも言われるしだれ桜（飯田市座光寺）。

イキイキとした表情で
研究を発表する子どもたち。

大好評の写真講座もついに最終回。飯田市の写真家・
宮島功さんを講師にお招きし、きれいな写真の撮
り方を学びます。今回のテーマは「画面作りを学ぼ
う」です。
※持ち物／筆記用具、カメラ、前回の作品
　（写真講座１・２に出てなくてもＯＫ！）

※持ち物／筆記用具、エプロン

今年度最後のかわらんべ講座は、かわらんべ子ども
研究員の「研究発表会」と、早春の野に生えるヨモギ
を摘んでの「草もち作り」です。
今年度の総決算！ぜひ皆様で
お越しください。

かわらんべでは『子
ども研究員制度』を
設けております。こ
れは、子どもたちが
自然や環境につい
て、自分で興味を持
った分野を自由に
研究できるよう作
られた制度です。「研
究したい！」という
意思さえあれば、
いつでも誰でも研究員になれます。現在、「鳥」・「動
物の骨」・「岩石」などについてがんばって研究し
ている「子ども研究員」がいます。
そんな子どもたちの成果が、『子ども研究員発表会』
で発表されます。皆様ぜひ一度見学に来てください。
また、子ども研究員を希望される方も、いつでも
かわらんべまでお申し付けください。 ◆ホームページ http: //www.tenjo.go.jp /kawaranbe/

●開館時間／AM9：00～PM5：00
●休館日／毎週月曜日および祝日の翌日
●Eメール kawaranbe@tenjo.go.jp

伊那市立伊那小学校　北澤夏樹
http://www.ina-ngn.ed.jp/̃ inasho/　
TEL  0265-72-5205

私たち伊那小学校４年智組は、総合学習
で『川で遊びながら自然と親しもう』をテー
マに、川で遊んだり川を調べたりしています。
カヌービルダーの蓑口健二さんの指導で９

月に段ボールを使ったカヌーを６艇つくり、
10月からは学校のプールや美和湖や千代田
湖でカヌーに乗って遊んできました。『段ボ
ールカヌー』といっても、長さ３ｍ、FRP（繊
維強化プラスチック）や木材を使うなどして
防水対策を施した本格的なものです。カヌ
ーに乗ると目線が水面とほぼ同じになり、
水鳥にでもなった気持ちになります。また
大自然の中に抱かれている自分を感じます。
川を見る子どもたちの視野がより広く深く
なりました。子どもたちは10月22日から行
われた『市民交流バザール』に参加し、伊那市
民の皆さんにカヌー学習についての発表を
しました。さらに11月16日、美和ダム管理
事務所の皆さんの支援により三峰川上流探
検をし、11月19日には小黒川上流で台風23号
により発生した土石流の爪痕を調査するな
ど子どもたちは伊那谷の多彩な自然の姿を

肌で感じてきました。子どもたちは今、木で
パドルをつくっています。その後、木でカヌ
ーをつくって、美和湖などでもっとカヌー
遊びをしようと計画しています。そして機
会をとらえてカヌー遊びの楽しさやそこか
ら見える伊那谷の自然の豊かさを地域に知
らせていきたいと思います。

昭和36年6月、伊那谷は記録的な豪雨に
見舞われ、各地で堤防の決壊、土石流、が
け崩れなどが発生しました。大鹿村では
大西山が崩れ落ち、東京ドーム2.5杯分に
相当する土砂と岩石が集落を直撃。39戸
の家屋を一瞬にして押しつぶし、死者・行
方不明者42人の大惨事となりました。
その他各地でも多くの尊い生命や財産を奪
ったこの災害は「三六災」と呼ばれ語り継が
れてきました。現在は、当時より安全性が向
上しているとはいえ、天竜川流域の厳しい
自然条件や災害の歴史を考えると、危険性が
無いとは言えません。自然の営みは、人の生
活の変化に関わらず続いているのです。災
害の恐ろしさや教訓を風化させず、次世代
に伝えていくことが大切です。

■三六災の被害

36災伊那谷災害復旧工事報告書（長野県土木部）より一瞬にして村を飲み込んだ、大西山の大崩壊（大鹿村）。

集中豪雨で「暴れ天
竜」となった天竜川。
大量の水と土砂が、
山や沢から支流へ、
支流から本流へと
一気に流れ込みま
した。
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